
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FE1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾研究科 

科目名 服装造形 

単  位 21単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・衣服製作の基本的な専門知識を学び、各アイテムの基本から応用まで製作の理論とテクニックを短期間で学ぶ。流行や市

場調査から各自コンセプトを設定し、製作するアイテムのデザイン発想のプロセスを体験する。 

・立体裁断の意味・知識を理解させ、基本アイテムのドレーピングテクニックと手順を実技演習により習得させる。 
  

【授業計画】 

服装造形 論              4単位   

  服装造形 デザイン           2単位 

  服装造形 パターンメーキング         4単位 

  服装造形 ソーイング              8単位  

  服装造形 ドレーピング             3単位 

1. 服装造形の基礎    13コマ（前期）  概説・用具・採寸・ 手縫い・ミシン縫い・ロックミシン縫い 

2. パターン製作の基礎   9コマ（前期） 文化式成人女子原型・パターン操作法 

   3. 体型研究       11コマ（前期） 体型研究・シルエッター撮影 

   4. スカート       22コマ（前期） 実物製作・レポート製作・着装発表会 

   5. 立体裁断基礎     17コマ（前期） スカート各種・胸ぐせダーツバリエーション(文化ヌードボディ使用)  

6. パンツ(部分縫い)   15コマ (前期)  同一パターンによる製作 

   7. ブラウス・シャツ    37コマ（前期） 実物製作・レポート製作・着装発表会 

8. ジャケット      66コマ (後期)  実物製作・レポート製作・着装発表会 

9. ワンピース (部分縫い)17コマ (後期)  同一パターンによる製作 

   10. 立体裁断 ブラウス   12コマ (後期)  ブラウス・衿各種(文化ヌードボディ使用) 

     11. 補講・調整      27コマ (後期)    

 

【評価方法】 

・服装造形 論……S～C・F評価 筆記試験１００％  

・服装造形 デザイン……S～C・F評価 課題９０％、授業態度１０％ 

・服装造形 パターンメーキング……S～C・F評価 課題９０％、授業態度１０％ 

・服装造形 ソーイング……S～C・F評価 課題９０％、授業態度１０％ 

・服装造形 ドレーピング……S～C・F評価 実技試験５０％、課題４０％、授業態度１０％ 
 

主要教材図書   

文化ファッション大系 服飾造形講座 ①服装造形の基礎 ②スカート・パンツ ③ブラウス・ワンピース  

④ジャケット・ベスト アパレル生産講座 ③立体裁断基礎編 ⑤工業パターンメーキング 

参考図書    gap COLLECTIONS （(株)ギャップジャパン） 

その他資料   実物標本・参考標本・部分標本  

 

記載者氏名   吉田 真理子 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介    

服作りの基礎から応用までを１年間で学ぶ 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1    

科目ｺｰﾄﾞ 2005710  

科  名 服飾研究科 

科目名 量産技術実習 Ⅰ 

単  位     1単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)： 宋 昇和 共同担当者： 岡木 身江  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

シャツの製造実習（一人が全行程を賄う“丸縫い作業”）を通して、シャツ生産指示書（仕様書、指図書、工程分析表、作業標準

書）の役割（生産時間の短縮や品質の均一化や作業者の安全 等）について理解を深めることを目標とする。また、工業生産機器

の取扱いと安全な基本操作についても学習し、限られた授業時間（納期：D）の中で、出来栄え（品質：Q）にバラツキが生じな

いよう、量産的な考え方の重要性も認識させる。 

  
【授業計画】 

 

Ⅰ.ガイダンス・・・実習の目的と内容説明（授業日程、シャツ仕様）（1 ｺﾏ） 
 

Ⅱ.縫製準備 ・・・縫製前の裁断実習と縫製機器（ミシン）基本操作（1 ｺﾏ） 

          ①延反 

          ②自動裁断機（CAM）による裁断 

③シャツの芯貼り、表裏識別シール貼り、個人仕分け 

 ④工業用ミシンの基本操作 
 

Ⅲ.基礎練習 ・・・縫製機器（ミシン・アイロン）の基本操作と縫製準備（3 ｺﾏ） 

          ①基礎練習（工業用本縫いミシン、縁かがり縫いミシン、アイロン、バキュームボード） 

          ②部分縫い（直線・曲線縫い、短冊あき） 

          ③特殊機器説明（自動玉縁縫機、すくい縫いミシン、電子根巻きボタンつけミシン 

エッジコントロールシーマ） 
 

Ⅳ.シャツ縫製 ・・シャツ縫製実習（8 ｺﾏ） 

          ①部品工程（身頃づくり、衿づくり、袖づくり 等） 

          ②組み立て工程（衿付け、袖付け 等） 

          ③特殊ミシン（眠り穴かがりミシン、オートフィーダー付きボタンつけミシン） 

 

Ⅴ.工程分析表・・工程分析実習（2 ｺﾏ） 

          ①工程とは 

         ②工程分析表の作成方法と演習 

 
【評価方法】  

  出席状況（50％） 作品の出来栄え（50％） 

 
主要教材図書  
       「工業用ミシン・アイロンの基本操作と知識」                  

参考図書    なし 

その他資料  「シャツ生産指示書」 
 

 

記載者氏名 宋 昇和 

 

授業の特徴と担当教員紹介   
工業生産機器が充実している生産実習室にて、ミシン、アイロン、特殊機器の使用方法をシャツ縫製実習を通して学び、 
工業生産の理解を深める。 

担当教員紹介 
文化服装学院 専任講師 / 文化服装学院 助手    

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ     

科  名 服飾研究科 

科目名 制作実習 a・b・c (自由選択) 

単  位   各 1単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)： 吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・服装造形の概要をふまえ、課題以外に作品製作を行い、より多くの知識や技術向上を目標とする。 

 

 

【授業計画】 

 

服装造形の概要や製作条件に沿った内容とし、担任の点検を受けたものに限り単位付与するものとする。 

 製作物 1体が 1単位を基準とする。しかしその難易度によってその限りではない。 

単位付与の条件・レベルを統一させるため、科全体で採点会を実施する。 

 

 

 

 

 

【評価方法】 

履修認定・・・Ｐ評価  

評価基準・・・作品・レポート・学業姿勢を基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書                 

参考図書    

その他資料   
 

授業の特徴と担当教員紹介   

その年度の実施内容により決定する。 
 

記載者氏名  吉田 真理子 
 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  FE1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾研究科 

科目名 服飾デザイン論 

単  位      2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：布施伊織 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

色彩・形態・コンポジションなど服飾デザインの基礎知識を解説するとともに、演習をとおして分析力・構想力

の養成につなげることを目標とする。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、他科目と

の関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

デザインとは（オリエンテーショ

ン） 

講義 1 コンセプト・テーマ設定〜デザ

インプロセスの構築 

＝アイデアブックの制作 

アイデアブッ

クの制作実習

＋点検 

2 

色彩①色彩の基礎、教材の準備 講義 

プリント演習 

3 デザイン論的観点による素材 講義 

 

1 

色彩②色彩の分類・識別・分析 

色の持つイメージについて 

講義 

プリント演習 

2 エディトリアルデザイン解説 講義 

プリント演習 

1 

色彩③色の見え方 講義 

プリント演習 

1 最終課題制作 実習・点検 4 

色彩④カラーコーディネーション 講義 

プリント演習 

4 デザイナーの PLANNING分析 講義 2 

形態とコンポジション①点・線・

面、形態 

講義 

プリント演習 

3 美術・デザイン史概説 講義 1 

形態とコンポジション②コンポジ

ション 

講義 

プリント演習 

1 色彩計画 講義 

 

1 

最終課題説明 

（ポートフォリオ解説） 

講義 1 ファッションイメージ 講義 

プリント演習 

2 

 

【評価方法】 

出席率、授業内課題の評価、授業姿勢、最終課題の評価 
 
主要教材図書  文化ファッション体系 改訂版・服飾関連専門講座『服飾デザイン論』文化服装学院編 

参考図書    『ファッション色彩Ⅰ』『ファッション色彩Ⅱ』（一財）日本ファッション教育振興協会編 

その他資料  
 

 

記載者氏名 布施伊織 
 

授業の特徴と担当教員紹介      
四大卒後、文化服装学院アパレルデザイン科卒。アパレル企業勤務を経て、アスリートマネジメントを行う会社に８年間勤
務。日本美術・西洋美術の知見を用いて美術・デザインを分析的に見る視点をもとに、デザインの方法論を考察・一般化して
学生に届ける。 

文化服装学院教務部 

 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 服飾研究科 １年 

科目名 ファッションデザイン画Ⅰ 

単  位 ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：澤田石 澄子 共同担当者：なし 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

人体プロポーションと身体の動きを理解し、衣服のデザイン・構造を的確に描く技術を身に付ける。 

基礎的なドローイングテクニック、各種画材を使用した彩色テクニックの基礎を習得し、学生個々の表現力を

伸ばす。 
 

【授業計画】 

１.オリエンテーション・人体のプロポーション【２コマ】 

基本となる8頭身プロポーション(正面・側面)の描き方 

２.ヌードポーズ【２コマ】 

身体の動きと流れを理解し、ベーシックな正面片脚重心・斜め片脚重心ポーズの描き方を学ぶ 

３.着装表現【４コマ】 

身体の動きと衣服の関係を理解し、写真資料を参考に衣服の構造・デザインを伝えるための描き方を学ぶ 

  ①ベーシックドレス 

  ②スカート、パンツ、シャツ、ジャケット 

４.製品図【３コマ】 

衣服の構造を正確に明確な線図として表現する方法（スカート、パンツ、シャツ、ジャケット） 

５.アウトラインの入れ方【１コマ】 

仕上げ線の描き方 

６.彩色表現【４コマ】 

水彩絵の具、マーカーの基本的な使い方 

①ランジェリーまたは下着のデザイン画：画材の使い方と人体の立体感の表現 

②スカートまたはパンツのデザイン画：光の方向を意識した衣服の陰影の付け方 

７.布目の方向と連続模様【２コマ】 

  衣服の構造と立体になったときの布目の関係を理解した柄の入れ方 

８.素材表現【５コマ】 

特徴的な素材（デニム、シースルー、レース、光沢素材、ニット、ファー、キルティング等）の描き方と柄の応用 

①ワークシート形式で練習 

②コーディネートの中で特徴的な素材を数種類用いたデザイン画 

９.修了制作【５コマ】 

創作デザインと表現力の強化、校内ファッション画展にむけての作品制作 

１０.学年末試験対策【２コマ】 

短時間で描き上げる方法を学ぶ 

 
 
【評価方法】  

学業評価（授業課題作品、実技試験）…８０％ 出席状況・授業態度…２０％  英字評価 S～C・F 

 
主要教材図書  文化ファッション大系 改訂版・服飾関連専門講座⑤ファッションデザイン画・補助プリント                  

参考図書    ファッション雑誌 

その他資料   参考作品 
 

授業の特徴と担当教員紹介 

 

 
 

記載者氏名 澤田石澄子 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  FE1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾研究科１年 

科目名 西洋服装史 

単  位   1単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：胡桃澤 教子 共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション史の通史的、概論的講義。古代から現代に至る西洋を中心とした歴史の流れと服装の推移発展を理

解させる。特にヨーロッパの服装の変化と特性に重点を置き、現代ファッションの生成を理解し、学生が今後フ

ァッション業界でその知識を活かせるようにする。 
 

【授業計画】 

コマ 内 容 コマ 内 容 

1 オリエンテーション、衣服の起源      （講義） 16  

2 古代の服飾               （講義） 17  

3 中世の服飾               （講義） 18  

4 近世ルネサンスの服飾          （講義） 19  

5 近世バロックの服飾           （講義） 20  

6 近世ロココの服飾            （講義） 21  

7 近代の服飾（１）１９世紀前期          （講義） 22  

8 近代の服飾（２）１９世紀後期          （講義） 23  

9 1900〜1920年代のファッション          （講義） 24  

10 1930〜1940年代のファッション          （講義） 25  

11 1950年代のファッション            （講義） 26  

12 1960〜1970年代のファッション          （講義） 27  

13 1980〜1990年代のファッション          （講義） 28  

14 試験解答                   （講義） 29  

15 博物館見学 30  

 
【評価方法】 

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆのアルファベット評価  学業評価…85％ 授業姿勢…15％ ※左記を目安に総合的に評価する 
 
主要教材図書 「文化ファッション大系 服飾関連専門講座⑪改訂版・西洋服装史」、ファッション辞典（文化出版局）              

参考図書    折に触れ紹介する 

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介  
実物資料や、画像、映像資料などを盛り込み、幅広くファッションの歴史を学ぶ授業。 
胡桃澤教子…2014年～文化服装学院専任講師。他に「ファッション史」を担当。 
 

記載者氏名 胡桃澤 教子 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ 400300 

科  名 服飾研究科 

科目名 服装解剖学 

単  位       1 単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：足立 美智子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

解剖学的な人体の構造を衣服パターンと関連づけながら理解させ、美的で機能的な衣服製作に必要な人体に関する基礎知識

を学習させる。 人体を外観から観察し、形態やプロポーションを認識する方法を学ばせる。 

 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、他科目と

の関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

オリエンテーション・服装解剖学とは（衣服製作の為に必要な人体の構造）・ 講義 1 

人体のプロポーションについて 講義 1 

人体の構成と衣服「全身骨格」 講義 1 

人体の構成と衣服「頭骨」 講義 1 

人体の構成と衣服「脊柱」1・2 講義 2 

人体の構成と衣服「胸郭」 講義 1 

人体の構成と衣服「乳房」 講義 1 

人体の構成と衣服「上肢帯」1 講義 1 

人体の構成と衣服「上肢帯」2 講義 1 

人体の構成と衣服「自由上肢骨」 講義 1 

機能性がある衣服（上肢の運動と衣服） 講義 1 

人体の構成と衣服「下肢帯」 講義 1 

障がい者衣料の研究について  
講義 1 

 
【評価方法】  

服装解剖学ノート（50％）・原型プリント（25％）・小テスト（25％）・出席・授業態度 

 
主要教材図書 服装解剖学ノート                  

参考図書   分担解剖学（骨学） 

その他資料  骨格標本・衣服標本・各種計測器 
 

 

記載者氏名 足立 美智子 
 

授業の特徴と担当教員紹介  
担当教員：足立 美智子 服装解剖学担当教員と文化・服装形態機能研究所主任研究員を兼務。 
衣服制作に必要な人体の構造や機能とパターンなどを関連付けた授業を実施。研究所では衣服製作に必要な計測データの蓄積 
からボディ開発、外部企業や他大学との共同研究開発、障がい者衣料の研究などを行っている。    

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



０ 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FE1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾研究科 

科目名 アパレル素材論Ⅰ 

単  位    1単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：田村亜由美 共同担当者： 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル素材（繊維・糸・布地・染色、加工）の種類と性質の基本的な知識とアパレル製品にした際の注意点などを同時に

習得させる。 

 

テーマ 方法 コマ数 

１．概論     アパレルにおける素材の重要性について 
講義 1コマ 

         衣料品の品質表示 

２．繊維     衣料品に使用する主な繊維の分類、種類と特徴 
講義・実習 3コマ 

         繊維の鑑別方法  指定用語 

３．糸      糸の太さと表示 繊維長の分類  
講義・実習 2コマ 

         単糸・双糸の理解 

４．布地（織物） 織物と編み物の違い 

講義・実習 3コマ          三原組織と特徴 布地名 

         布地の試験とデータの読み方 

５．布地（編物・レース） 編組織の種類と性質 布地名  

レースの種類と名称の理解 
講義・実習 2コマ 

６．染色加工   染料と素材の相性 
講義・実習 2コマ 

         各種加工の名称と目的  染色堅ろう度のデータのよみ方 

７．衣料品の表示・法律 衣料品に関する品質表示、法律 
講義・実習 1コマ 

            品質性能 
 
【評価方法】 

試験と課題を主評価、授業、出席状況を加減対象とする。  

 

主要教材図書： 文化ファッション大系改訂版・服飾関連専門講座③「アパレル素材論」文化服装学院編文化出版局 

参考図書：「ワークブック―アパレル素材論―」文化服装学院教科書出版部 

その他資料 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴：講義とともに実習やデモンストレーションを取り入れ、アパレル素材の種類と性質を講義、及び実習なども含め
理解につなげる。   

担当教員紹介：文化女子大学（現文化学園大学）卒業、職歴 都内百貨店の品質管理、公的検査機関 

 

記載者氏名 田村亜由美 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1  

科目ｺｰﾄﾞ 91030 

科  名 服飾研究科 

科目名 服飾手芸（選択） 

単  位     1単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：毎熊舞 共同担当者： 久保田桂子 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

服飾手芸全般における装飾技法の基礎知識及び技術を身に付け、様々な素材の扱い方からテクニック・色・技術の組み 

合わせによってクリエイティブな力を養うことを目標とする。 

 
  
【授業計画】 

 

１．手芸一般知識(0.5) 

手芸の変遷や技術の種類などを理解させる 

 

２.レース表現 マクラメレース 基礎作品 1点制作（1.5） 

結び表現のみで効果を出すマクラメレースの基礎テクニックを理解し、応用発展できるようにする 

 

３．装飾造形表現 ネックレス製作 作品 1点制作（2） 

様々なパーツと糸のみで透かし模様を表現するテクニックと基本的な金具の使用方法を習得させる 

 

４．加飾美表現 エンブロイダリー基礎 基礎刺し 1点（5） 

エンブロイダリーの基礎テクニックを習得させる 

 

５． レリーフ・ライク表現 スモッキング・ピンキング・シャーリング 基礎刺し製作２点（2） 

一枚の布を縫い縮めて変化させて装飾効果を表現するテクニックを習得させる 

 

６． 装飾造形表現 アートフラワー 作品製作２点 （3） 

  アートフラワーの基本的な知識を用いて服のデザインポイントになる装飾効果とテクニックを習得させる。 

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価  

評価基準：学業評価８０％  授業姿勢２０% 
 
主要教材図書                   
教科書：文化ファッション大系 服飾関連専門講座⑧手芸 文化服装学院編 文化出版局 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 久保田桂子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
本校を卒業した服の知識や制作過程を理解した教員による服飾に特化した装飾手芸技術の歴史、知識および技術の習得を行
います。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 服飾研究科 

科目名 ＣＡＤ基礎（選択） 

単  位    1単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：井戸川 倫也 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル産業においての設計プロセスを認識し、アパレルＣＡＤを利用した設計方法を身につけることを目標と

する。平面作図に始まり、パターン展開、マーキングと流れ、作成したデータを活用しレポート作成をおこなう。

多数のコマンドで構成されるＣＡＤシステムの中から、最小限の機能を活用し、最大の効果が得られる基礎的な

レベル設定とする。 

受講条件は、服飾専攻科 技術専攻とオートクチュール専攻の進学希望者以外とする。 
  

【授業計画】 

Ⅰ. ガイダンス（1 ｺﾏ） 

Ⅱ．ＣＡＤ基本操作（5 ｺﾏ） 

①  原型作図（直線作成、曲線作成、移動、コピー、不要線の削除 等）                                    

② スカート（タイトスカート→フレアスカート）（線の引き直し、切り開き、地の目作成 等） 

Ⅲ. ＣＡＤ応用操作（2 ｺﾏ） 

① シャツのパターンメーキング 

② 衿、袖、カフス、短冊の作図 

Ⅳ. 工業用パターン作成（1 ｺﾏ） 

① シャツの工業用パターンメーキング（パーツ化、縫い代つけ、パーツ情報の設定 等） 

Ⅴ. 理解度の確認（2 ｺﾏ） 

① 操作の復習 

② 理解度確認小試験 

Ⅵ. 試験解答とマーキング・パターントレース（2 ｺﾏ） 

① 小試験の解答と説明 

② マーカーの概要 

③ スキャナーとトレース 

Ⅶ. 3ＤＣＡＤ（2 ｺﾏ） 

① 3ＤＣＡＤ基礎オペレーション 

② 3ＤＣＡＤデータ作成  

 
【評価方法】  

S～C・F評価 出欠席（50％）＋ 小試験＜実技＞（50％） 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 適宜プリント配布 
 

  

記載者氏名 井戸川 倫也 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
アパレルＣＡＤの基礎オペレーションが体得できる。担当教員は文化服装学院専任講師。      

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  FE1 

科目ｺｰﾄﾞ   

科  名 服飾研究科 

科目名 特別講義Ⅰ 

単  位 1 単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

就職に関する講義や広い視野におけるファッション産業界の知識、また服装造形分野での特殊素材に関する知識や製作技術

などを、それぞれの専門分野の講師による解説・指導により将来に役立てる。 

  

【授業計画】 

 

1．体型について             1コマ（前期）  シルエッター写真からの考察 

2. ファッション業界の仕事      1コマ（前期）  編集の仕事について 

3．ファッション業界の仕事     1コマ (前期)   パタンナー、デザイナーの仕事 

4. ファッション情報          1コマ（前期） トレンド解説 パリ・ミラノ・東京  

5．デザイナーの仕事        1コマ (前期)   デザイナーの仕事 

6. ファッション業界の仕事      2コマ（前期） パタンナーの仕事 

7. 裏地の知識            1コマ（前期） ベンベルグ裏地について  

8. 生産管理概論            3コマ（後期） 縫製仕様書、指図書 

9．デジタルプリントについて    1コマ（後期）  デジタルプリントの基礎知識 

10. 素材の加工について         1コマ（後期） 素材の加工についての知識 

11．舞台衣裳について         1コマ（後期） 舞台衣裳の現場について 

12. ニットの一般知識        1コマ（後期） ニットの商品知識 

 

 

【評価方法】 

履修認定 評価基準:出欠状況、学業姿勢、レポート 

 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書    なし 

その他資料   プリント 

 

記載者氏名   吉田 真理子 
   

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介 

それぞれの専門分野の講師による解説・指導により将来に役立てられる内容を組み立てている。 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ     

科  名 服飾研究科 

科目名 校外研修 

単  位   1単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)： 吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

文化的な知識・教養および感性を高めるために、古美術研修旅行、美術展見学・伝統芸能鑑賞などによって視野を広め、また

クラス内の親睦・融和と人間性を高める。 

 

【授業計画】 

 

1. 観劇・展覧会・美術展見学など 

 

2.  歌舞伎鑑賞 

 

3.  研修旅行 （岐阜・奈良・京都 2泊 3日） 

    1日目 東京 ―名古屋―テキスタイルマテリアルセンター―工場見学― ホテル・（京都） 

     2日目 ホテル ―東大寺（大仏殿・戒壇院など）―法隆寺・中宮寺― ホテル（京都） 

    3 日目 ホテル ―自由行動(京都市内)―東京 

     ※見学場所は受け入れ状況により変更あり 

    事前講義・自由行動計画実習を含む 

 

 
【評価方法】 

履修認定 評価基準:出欠状況 

 
主要教材図書 なし                 

参考図書   なし 

その他資料  プリント・パンフレット等 

 

記載者氏名  吉田 真理子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介  ・年度内に行われるﾌｧｯｼｮﾝに関する展示やﾃﾞｻﾞｲﾝ発想に関係する展示を鑑賞する。 

・歌舞伎や能を鑑賞し伝統芸能を学ぶ。 

              ・研修旅行にて仏像を中心とした芸術や織物工場見学などを通して視野を広める。 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ     

科  名 服飾研究科 

科目名 コラボレーション a (自由選択) 

単  位   1単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)： 吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

コラボレーションを通して、企業との連携を深め、社会貢献することを学ぶ。 

 

【授業計画】 

 

その年度の実施内容による。 

 

 

 

 

 

 

【評価方法】 

履修認定・・・Ｐ評価  

評価基準・・・学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書  

参考図書    

その他資料   

 

記載者氏名  吉田 真理子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介   

その年度の実施内容により決定する。 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ     

科  名 服飾研究科 

科目名 インターンシップ a (自由選択) 

単  位   1単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)： 吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

就職をふまえ、業界・業種の研究、並びに業界自体の現場の理解を深めることを目的とする。 

 

 

【授業計画】 

 

同一実習先で実働 35時間実習することを原則として、条件を満たした場合に 1単位を付与する。 

 実習先は学生が自己開拓した企業とする。 

 実習希望者は、服飾専門課程が定める所定の手続きに従い、実施の 14日前までに担任に申請書を提出する。 

 授業中の実習は認めない 

 賃金が支払われる場合は、単位付与の対象外とする。（交通費実費あるいは少額の食事補助は除く） 

 実習終了後、14日以内にインターンシップレポートを提出する。※本人→実習先→本人→担任 

 

 
【評価方法】 

履修認定・・・Ｐ評価  

評価基準・・・出欠状況・インターンシップレポートを基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書                 

参考図書    

その他資料   

 

記載者氏名  吉田 真理子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介  

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ FE1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 服飾研究科 

科目名 卒業研究・創作 

単  位 5 単位 

授業期間 後期 
 

担当教員(代表)：吉田 真理子 共同担当者：重川 かおり 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・一年間で習得した知識・技術の集大成として、個性を活かした作品を製作させる。併せてＴＰＯをふまえたコーディネー

トも研究させる。 

 

【授業計画】 

 

卒業制作 70コマ (後期)    

実物製作・レポート製作・卒業制作ショ―（準備も含む）・プレゼンテーション 

          

 

 

【評価方法】 

S～C・F評価 評価基準：学業評価９０％、授業姿勢１０％ 

 
 

主要教材図書  

文化ファッション大系 服飾造形講座  ⑥服飾造形応用編Ⅰ（高級素材） 

参考図書     gap COLLECTIONS （(株)ギャップジャパン） 

その他資料    実物標本・参考標本・部分標本 

 

記載者氏名   吉田 真理子 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 

授業の特徴と担当教員紹介 

１年間の集大成として作品を制作し、トータルコーディネートを考えショーを行う。 
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